
まちづくりワークショッ

             

地域の資源（地域の良い

■自然・農産物 

・豊かな風景、自然環境（

・四季を通じて特産物が豊

・空気がおいしい 

・鳥が多い 

・竹、竹林、たけのこ 

・竹チップ（有機農業用資

・農作物（生しいたけ、お

■コミュニティ 

・人情が厚い 

・穏和な気質 

・豊かな人間性 

・長寿 

・教育熱心 

・小学校の児童があいさつ

・櫛渕青年団の歌がある 

■すばらしい歴史 

・神社（清水） 

・祭りが多い 

・敬義祭（三世帯交流） 
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参加者どうしの意見交換）

2012.7.13 開催 会場：櫛渕公民館

ワークショップの様

ワークショップの主な意見・

地域の課題（地域の良くないところ、改善

■利便性 

・学校がなくなっていく 

・街灯がなく夜道が暗い 

・雨が降ると大変、排水が不十分 

・光ケーブルがない、情報化が遅い 

・病院がない 

・買い物が不便（羽ノ浦が一番近い）

■コミュニティ 

・若者達との交流がない 

・若者の集いの場がない 

・ボランティア精神が薄い、人材が少な

・公民館の活動を知らせて 

・サークルがない 

■少子高齢化 

・子どもが少ない 

・晩婚化 

・独居老人が多い 

■自然環境の整備 

・マムシ、ハミがいる 

・休耕田の管理が不十分（イノシシ、シ

・山の保水力が足りない 

■巡回バスが必要 

・交通の便が悪い（バス） 
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■自然・農産物
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・菌床しいた

・バイパス沿

・自然エネル

・農産物の加

・櫛渕に産直

・第一次産業

■少子高齢化対

・人口増 

・若者のまち

・晩婚・非婚

・子どもが多

■コミュニティ

・花のある集

・コミュニテ

・健康づくり

■人材を活かす

・人材バンク

・退職した人

■情報の発信

・ブログ・ホ

・他のまちか

シート） 

将来像（こんなふうになったらいいなあ）

物を活かす 

を維持した農業を中心とした活力あるまち
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人が次の世代に伝えていく 

ホームページをつくって櫛渕を紹介   

からの移住   
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